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日本政府観光局（JNTO）
訪日市場分析・統計 海外向けプロモーション

地域のインバウンド誘致促進MICE誘致・開催支援 国内受入環境整備・向上支援

• 訪日外客統計の分析・公表
• 訪日旅行データハンドブックの制作
• 国際会議統計の分析・公表

• 旅行博・見本市・商談会出展
• 旅行会社・メディア等招請
• 旅行会社等向けセミナー開催

• オウンドメディア（グローバルサイト・SNS）
を活用した情報発信

• 広告・広報（PR）活動の展開

• MICEマーケティング業務
• MICE誘致・開催支援事業
• 人材育成支援

• インバウンド旅行振興フォーラム開催
• サイトでの先進事例やノウハウの共有
• 個別コンサルティングの実施

• 外国人旅行案内所（TIC）の運営
• TICの認定・表彰
• 全国通訳案内士試験の実施
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海外向けプロモーション概略

・ 重点市場（23市場）
韓国・中国・台湾・香港・タイ・シンガポール・マレーシア・インドネシア・フィリピン・ベトナム・ インド・豪州・米国・カナダ・英国・
フランス・ドイツ・イタリア・ロシア・スペイン・北欧地域・メキシコ・中東地域

・ 準重点市場（4市場）
ニュージーランド・オランダ・スイス・ブラジル

・ 海外26事務所のネットワークを活かし、 Web/SNSを通じた情報発信、海外メディア招請、旅行博への出展等を実施

重点・準重点市場

プロモーション事業の概要

海外広告宣伝 海外メディア招請 海外旅行会社招請
旅行博出展・イベント開催

〈現地消費者向け〉 〈現地旅行会社向け〉

WEB、SNS、新聞、旅
行雑誌、映像等

記事掲載、番組放映
等

海外旅行関心層に旅
行博等でPR、併せて
訪日旅行商品の即売
を支援

現地旅行会社等へ
の情報提供

訪日旅行商品の
造成を働きかけ

旅行会社の訪日旅
行商品広告を共同
で実施

共同広告

現地消費者向け事業(BtoC) 現地旅行会社向け事業(BtoB)

3



定住人口1人当たりの消費額

130万円

国内旅行者（宿泊）

23人分
1人1回あたり旅行支出

55,054円

訪日外国人観光客

約8人分
1人1回あたり旅行支出

158,531円

国内旅行者（日帰り）

75人分
1人1回あたり旅行支出

17,334円

出典:観光庁「観光を取り巻く現状及び課題等について」令和3年11月25日
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訪日外国人観光客による経済効果（2019年）

・定住人口１人当たりの年間消費額（130万円）は、旅行者の消費に換算すると
外国人旅行者8人分、国内旅行者（宿泊）23人分、国内旅行者（日帰り）75人分
にあたる。
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人数推移（2012年～2024年7月）

（万人）
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訪日外客数の推移

10月:252(101％)

2023年までの値は確定値、 2024年1月～2024年5月の値は暫定値、2024年6月~7月の値は推計値

・ 2024年7月の訪日外国人観光客数は、約329万人と単月として過去最高
・ 昨年10月より10ヶ月連続で単月ではコロナ前の水準を回復
・ 2024年上半期のペースが下半期も続けば、2024年は3,500万人も視野に

7月:329 (109％)

6月:314 (109％)

5月:304 (110％)

4月:304 (104％)

3月:308 (112％)

2月:279 (107％)

1月:269 (100％)

12月:273(108％)

11月:244(100％)

1月～7月

2024年7月（19年比）

78（▲26%）1.中国

76（+35%）2.韓国

57（＋25％）3.台湾

28（＋29％）4.香港

25（＋60％）5.米国

7月市場別上位

単位:万人
括弧内:19年比
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市場別内訳

2019年1～7月 2024年1～7月

（出典）JNTO「訪日外客統計」 https://www.jnto.go.jp/statistics/data/visitors-statistics/
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７.4％増

単位:万人
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・中国からの2023年の訪日外客数は2019年比25.3%の243万人。2023年8
月9日の日本行き団体旅行商品などの販売解禁とその後のALPS処理水の放水に
よるキャンセルが発生したが、直近では2019年同月比で約7割まで回復している。
2024年1～6月の訪日外客数は、2019年同期比68%の307万人となっている。

・東アジア3市場からの2023年の訪日外客数は2019年比104%の1,328万人。
2024年1~6月の訪日外客数は2019年比117%の870万人となっている。
※2019年7月以降、日韓情勢により訪日旅行を控える動きが発生していたこと等もあり、訪日韓国人
旅行者数が減少傾向にあった点に留意が必要。

・東南アジア6市場からの2023年の訪日外客数は2019年比94.6%の363万人。
2024年1~6月の訪日外客数は2019年比114％の216万人となっている。
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（万人） 東南アジア6市場

2015年
207万人

2016年
251万人

2017年
292万人

2018年
333万人

2019年
383万人

2022年
（10月～）

2023年
363万人

東 ア ジ ア3 市 場: 韓国・台湾・香港 東南アジア6市場:タイ・シンガポール・マレーシア・インドネシア・フィリピン・ベトナム

2024年

2024年

８

月別（中国・東アジア・東南アジア）2024年6月まで

出典:JNTO 訪日外客統計 https://www.jnto.go.jp/statistics/data/visitors-statistics/
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（万人） 欧州5市場

2015年
82万人

2016年
94万人

2017年
100万人

2018年
112万人

2019年
129万人

2022年
（10月～）

2023年
110万人

・欧州5市場からの2023年の訪日外客数は、2019年比85.3%の110万人。7月以降は2018年と同程度またはそれ
以上の回復率であった。2024年1~6月の訪日外客数は2019年同期比122%の72万人となっている。
※ 2019年秋は、ラグビーワールドカップの日本開催により、欧州からの訪日外客数が多くなっていた点に留意が必要。

・米州・豪州・その他エリアからの2023年の訪日外客数は、2019年比105.4%の464万人。５月以降は、2019年を
上回る水準で推移しており、年間でもエリア全体で2019年を上回った。2024年1~6月の訪日外客数は2019年同期比
144%の313万人となっている。

出典:JNTO 訪日外客統計 https://www.jnto.go.jp/statistics/data/visitors-statistics/

９

2024年

2024年

欧 州 5 市 場 :英国・フランス・ドイツ・イタリア・スペイン
米州・豪州・その他:カナダ・米国・メキシコ・豪州・インド・中東・北欧・ロシア・その他市場すべてを含む

月別（欧州、米州・豪州・その他）2024年6月まで
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消費総額の市場別内訳（2024年4～6月）

消費総額
2024年4‐6月

人数
2024年1‐7月

1.中国1.韓国

2.米国2.中国

3.台湾3.台湾

4.韓国4.米国

5.香港5.香港

参考:市場別順位

出典:観光庁 インバウンド消費動向調査 https://www.mlit.go.jp/kankocho/tokei_hakusyo/gaikokujinshohidoko.html
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出典:観光庁 インバウンド消費動向調査より1泊単価および平均値を算出

費目別旅行支出
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市場別マーケティング戦略市場別

市場
横断 高付加価値

旅行

MICE
マーケティング
戦略

市場横断マーケティング戦略

• 観光立国推進基本計画を踏まえ、持続可能な観光・消費額拡大・地方誘客促進の実現に向
けて、 きめ細やかにプロモーションを展開するための戦略（対象期間は2023～2025年度）

• 観光庁、JNTO、地方運輸局、DMO/地方自治体等間で本戦略を共有し、各主体が政府目
標達成のための効果的かつ効率的な施策を展開。

持続可能な観光の推進を念頭に、各戦略に紐づく事業を展開

アドベンチャー
トラベル

大阪・関西
万博

JNTO訪日マーケティング戦略の全体構成
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「訪日マーケティング戦略」 https://www.jnto.go.jp/projects/overseas‐promotion/marketing‐stratagy/
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対象市場の人口
45億6,475万人

海外旅行・中⾧距離海外旅行実施者数（推計）
※2017‐2019年（3年間）の休暇目的の海外旅行実施者

（欧米豪中東はフライト7時間以上の旅行に限る）
3億3,300万人

各市場

※人口:IMF（World Economic Database 2021年4月版)
※2017年~2019年の海外旅行実施者ベースの推計（一部の市場を除く）

ターゲットA ターゲットB

ターゲットC

各ターゲットの特徴

ターゲットD

市場別マーケティング戦略の概要①

etc.

ターゲット選定
【消費額】 旅行単価が高い層
【地方分散】 地方訪問意向が高い層
【人数】 絞り込んだセグメントが一定規模

ターゲットの特徴
各ターゲットの興味関心（パッション）、
接触メディア、旅行手配方法 等
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① 【誰に】各重点市場について、旅行者のアンケートデータや海外事務所の知見を
もとに、「消費額が大きい」「地方での宿泊の可能性が高い」「一定程度の人
数が見込める」セグメントを、ターゲットとして設定（各市場2～5）

② 【何を】ターゲットの海外旅行や訪日旅行に対する興味関心が異なることを踏ま
え、ターゲット毎に、主な訴求パッション・コンテンツを整理

③ 【どうやって】ターゲットにより接触メディアや旅行手配経路等が異なることを踏まえ、
ターゲット毎に、プロモーションの有効な手段を提示

※併せて、ターゲットの推定人数、直近の旅行における一回当たり平均消費額、
旅行形態等の客観的なデータも整理

市場別マーケティング戦略の概要②
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ショート
ホール
・
ミドル
ホール

ロング
ホール

• リピーターへの更なる取組・航空会社との連携強化に
よる地方誘客、消費額拡大

① 東アジア （中国以外）
東南アジア（シンガポール）

訪日経験者が多い
成熟度 高

• 沿岸部のリピーターの取込み、内陸部の新規訪日層の
開拓と地方誘客の促進

• 高所得者層の誘客強化による消費額拡大
② 東アジア（中国）

未訪日・訪日経験
者が混在
成熟度 中

• リピーター・新規訪日層の両方を視野に入れた幅広い
誘客の展開と地方誘客の促進

• 訴求力の高いコンテンツ発信による新規訪日層の開拓

③ 東南アジア
（シンガポール以外）

未訪日者が多い
成熟度 中～低

• リピーター・新規訪日層の両方を視野に入れた幅広い
誘客の展開

• 特に市場規模の大きい米国における高所得者層の誘
客強化による消費額拡大

④ 米国・オーストラリア
未訪日・訪日経験
者が混在
成熟度 中

• 訪日旅行無認知層の取込みによる新規訪日層の開拓
• 滞在日数が⾧い傾向を踏まえ、地方部の認知度向上

によりゴールデンルート＋αの地方誘客を強化
• サステナブル・ツーリズムに高い関心がある点を考慮

⑤ 欧州・カナダ未訪日者が多い
成熟度 やや低

• 訴求力の高いコンテンツ発信による新規訪日層の開拓
• 新規事務所を拠点とした現地旅行業界との関係構築

⑥ 新たな市場
（中東地域、メキシコ、北欧地域*）

未訪日者が多い
成熟度 低

*2023年度より、新たに北欧地域（スウェーデン、デンマーク、ノルウェー、フィンランド）を重点市場化。

14

市場別マーケティング戦略の概要③



©日本政府観光局（JNTO）禁無断転載・複製

（１）全体方針

（２）ターゲット

（例）米国市場の全体戦略

訪日経験者 20～40
代 世帯可処分所得下
位90％（2,150万円/
年未満）

A

訪日未経験者 20～4
0代 世帯可処分所得
下位90％（2,150万
円/年未満）

B

（３）サブターゲット

スポーツ関心層 アウトドア・ア
クティビティ関心層a

クルーズ関心層b

• 海外旅行の市場規模（推定2,600万人）に対して、2019年の訪日旅行者数は172
万人であり、まだ伸びしろがある米国市場においては訪日旅行者数の増加を優先する。

• 海外旅行の最大規模を占める20～40代を対象に、訪日未経験者に対しては、BtoCの
取組を行い、新たな訪日旅行者の獲得を図る。リピーターに対しては、商談会やセミナーな
どのBtoBの取組を行うことで地方への観光ルートを開拓し、地方誘客の促進と旅行消費
額単価の向上につなげる。

• アドベンチャートラベルやクルーズ旅行の成熟度が高い市場特性を踏まえ、旅行業界との連
携を強化し、50代以上の家族層による訪日旅行者数の増加、高所得者層による旅行消
費額単価の向上を図る。
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訪日未経験者 50代以上
世帯可処分所得下位90％
（2,150万円/年未満） 夫
婦・パートナー、家族・親族

C

世帯可処分所得上位10％
（2,150万円/年以上）D

出典：JNTO訪日マーケティング戦略
https://www.jnto.go.jp/projects/overseas-
promotion/marketing-
stratagy/strategy_usa.pdf
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（例）米国市場 ターゲット別の戦略・戦術①
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• アウトドア・アクティビティ、アドベン
チャートラベルが有望

• 地方訪問希望率が高い

• プロモーション手法としては、旅行博・商
談会や、共同広告等が有効

出典：JNTO訪日マーケティング戦略
https://www.jnto.go.jp/projects/overseas-promotion/marketing-stratagy/
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日本の地方エリア訪問希望率
58.8%

45.0%
55.5%
54.6%

56.8%
51.2%

46.1%
42.5%

39.4%
49.6%

43.2%
48.1%
49.2%

45.0%
37.9%

46.1%
40.5%

31.1%
38.6%

34.8%
38.8%

34.1%

34.1%
44.9%

32.3%
32.9%
30.3%

34.1%
38.0%

41.4%
43.7%

32.1%
37.6%
29.8%

22.0%
23.8%

28.6%
17.3%

20.6%
28.9%

20.9%
23.8%
17.4%

20.2%

台湾
タイ

フィリピン
香港

インドネ…
シンガ…

ベトナム
インド
韓国

マレーシア
中国

メキシコ
イタリア
スペイン

米国
豪州

中東地域
ドイツ

フランス
英国

カナダ
北欧地域

大都市+地方エリア訪問希望 地方エリアのみ訪問希望

・ 東アジア・東南アジア地域では、大都市(東京、大阪・京都)以外の地方エリア訪問希望率は8割以上と高い。
・ 欧米豪・インド・中東地域では、8割前後のインドとメキシコを除き、地方エリア訪問希望率は5～7割程度。
・ 地方エリア訪問意向を有する旅行者の多くは地方エリアのみならず、大都市と地方エリアの両方を訪問したいと回答。
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市場別 地方エリア訪問意向

JNTO VJ重点市場基礎調査（https://www.jnto.go.jp/news/20240125.pdf）

※今後の訪日旅行で訪問したいエリア（日本全国を11エリアに分け、
複数回答で調査）として、大都市（東京、大阪・京都）以外の
エリアを選択した国外旅行実施者の割合。

※調査対象は、東アジア・東南アジア地域は2017年~2023年調
査時点における飛行機を利用したレジャー目的の国外旅行経験
者、欧米豪・インド・中東地域は2017年(メキシコおよび中東地
域は2015年)~2023年調査時点における飛行機を利用したレ
ジャー目的の中⾧距離国外旅行経験者。なお、本調査は、訪日
旅行時の具体的な体験内容などを把握するため、回答者の1/3
程度以上を訪日旅行経験者が占める割付で実施しており、訪日
旅行経験者の割合は、各市場の実際の「国外旅行経験者におけ
る訪日旅行経験者の割合」と一致しない点に留意。
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（万人泊） 三大都市圏と地方部の延べ宿泊者数と回復率の推移

延べ宿泊者数（三大都市圏） 延べ宿泊者数（地方部）

回復率（三大都市圏、2019年同月比） 回復率（地方部、2019年同月比）

• 三大都市圏の延べ宿泊者数に加え、地方部も回復傾向にあり、2023年11月以降は
2019年の水準で推移

三大都市圏:埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県
地方部 :三大都市圏以外の地域 出典:観光庁「宿泊旅行統計調査」に基づきJNTO作成

外国人延べ宿泊者数推移（2022年10月～2024年3月）

18

三大都市圏100％超
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外国人延べ宿泊者数推移（2019年6月:2024年6月）

三大都市圏:埼玉県、千葉県、神奈川県、東京都、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県

• 2023年11月以降は2019年の水準で推移しているものの、三大都市圏と地方部で差異

出典:観光庁「宿泊旅行統計調査」に基づきJNTO作成

＋60％

＋6％

64% 73%
三大都市圏

36% 27%
地方部

19
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訪日ファネル

・訪日までに右記の検討・行動のステップを踏むと想定
・どの層への転移を狙うかを明確にし事業を実施

無認知

認知

興味関心

比較検討

予約購入

訪日

・日本についてまったく知らない
・日本については知っているが観光地またはアクティビ
ティに関する情報は見たり聞いたりしたことはない

無認知

・日本の観光地またはアクティビティについて知っている
が、興味はない認知

・日本の観光地またはアクティビティについて興味はあ
るが、旅行プランは検討していない興味関心

・訪日旅行について航空券/ホテルを検索、もしくは、
他国と比較しながら、旅行プランを比較検討比較検討

それぞれの段階における旅行者の状況

20

潜在層

見込層

直近層

日本という国名は知っていても、観光資源を認知しておらず、
旅行先として捉えていない

日本といえば○○のように、
旅行先として観光資源を認知している

日本の観光資源への認知だけでなく、
それらに興味・関心を抱いている

他国と比較を進めながら
航空便・宿などの情報を

得て旅行先を
検討している
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市場によって差がある訪日ファネル

4.4%

6.5%

15.4%

26.6%

31.9%

35.6%

44.4%

51.4%

55.8%

1.1%

0.6%

1.0%

3.4%

5.1%

3.0%

5.3%
1.9%

3.6%

36.6%

29.9%

48.8%

27.5%

35.1%

23.9%

26.3%

28.2%

22.4%

41.6%

34.7%

24.2%

33.1%

14.8%

16.9%

16.0%

13.6%

11.5%

16.3%

28.4%

11.0%

9.4%

13.0%

20.5%

8.1%

5.0%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

台湾

シンガポール

タイ

中国

豪州

米国

フランス

英国

ドイツ

無認知 認知 興味関心 比較検討 予約購入

・多くの市場において、日本の観光地やアクティビティについての知識を持っている層は、それらへの興味関
心や比較検討段階にまで達している。

・アジアは無認知が少ない一方で、欧州は無認知の割合が高い。

※2017年～2023年調査時点における飛行機を利用したレジャー目的の国外旅
行経験者を対象に、2023年1~3月に調査した結果である。

（出典）JNTO VJ重点市場基礎調査
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Enjoy my Japan |  BEAUTIFUL JAPAN 

訪日ファネルの層により異なるプロモーション手法

https://www.youtube.com/watch?v=rrxZ0Mdj0LM

https://www.youtube.com/watch?v=Rl9gvBFAV_A

6714万回

Enjoy my Japan | Japón emocionante 

107万回

32万回

JAPAN TRIP! Kaway Kawaii! // Andree Bonifacio
https://www.youtube.com/watch?v=OAepFbgBaFs

22
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機能的価値は認知のキッカケになる

良いものを作れば売れる

情緒的価値
主観性の強い偶像であり、数値性や客観性のない個々人に
よって感じ方が違うもの

誰でも作れる技術格差
情報格差

極小化 オーバースペック

人間は感情で決断し理屈で納得する生き物

機能的価値
客観性の強い事実であり、かつ数値化しやすいものである傾向
が強く、誰がみても価値を感じやすいもの

機能的価値

情緒的価値

4

どんな未来が待っているのか、どんな自分になれるのか

旅行先として認知され、選ばれるために

23
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Why

How

What

Why ・・・ なぜ
How ・・・ どうやって
What・・・ なにを

旅行先として認知され、選ばれるために

出典:TED How great leaders inspire action
https://www.ted.com/talks/simon_sinek_how_great_leaders_inspire_action?subtitle=en
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取
組
の
方
向
性

政
府
目
標

インバウンド回復
市場の多様化

2019年水準越え
（2019年:3,188万人）

訪日外国人旅行者数

• 高付加価値旅行者の誘致
• 各市場からの旅行消費単価が
大きい層の誘客

• 欧米豪からの誘客強化
• 宿泊・アクティビティ等の支出
増につながるコンテンツの発信

• 旅行消費単価の高いインセン
ティブ旅行の誘致

消費額拡大

旅行消費額5兆円
の早期達成

訪日外国人旅行
消費額

地方誘客促進

２泊

訪日外国人旅行者
一人当たり地方部宿泊数

消費額単価 20万円

「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」をキーワードにインバウンド
観光を推進

• 欧米豪の訪日無認知層の
掘り起こし・新規訪日客の誘客

• アジアのリピーター誘客

• 万博を契機とした誘客

• リピーターや地方訪問意向の
高い層の誘客

• アドベンチャートラベル等の⾧期
滞在・地方誘客が見込める
テーマ旅行の推進

• 周遊型旅行の促進

• 国際会議の地方誘致

観光立国推進基本計画

25
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出典：観光庁https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001760865.pdf

「インバウンド消費動向調査」データを提供開始
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JNTOの資料、データ等のご紹介

インバウンド基礎情報・統計データ
（https://www.jnto.go.jp/statistics/）

地域インバウンド促進ページ
（https://www.jnto.go.jp/projects/regional‐support/）

訪日マーケティング戦略
（ https://www.jnto.go.jp/projects/overseas‐

promotion/marketing‐stratagy/）

VJ重点市場基礎調査
（https://www.jnto.go.jp/news/20240125.pdf）


